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■クロス集計表作成の動作イメージ 

 

 

※ 紙面の都合上、Excel シートの 12～424 行目の間隔を詰めて表示しています。 

（1）メニューから「データからクロス集計表へ」→「リストで範囲選択」を選びます。 

（2）ダイアログボックスが開きますので、B～D 列を範囲指定します。 

（3）左のリストボックスに、「性別」「年齢」「商品」が表示されますので、「→」ボタンを使って、「性別」を「表側」のボックスに、「年齢」「商品」を「表頭」のボックスに振り分

けます。 

（4）右側で必要な設定をおこない、「OK」ボタンを押します。 

（5）次ページのように、２つのクロス集計表が出力されます。データシートの左側に新規シートが挿入されます。 
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「併記表で出力」を選択して、「実測値」と「横％」にチェックを入れたので、実測値と横％（横合計が 100％になる）が２行で出力されます。 

「全体の出力位置」は「右・下」を選択したので、クロス集計表の右と下に全体が出力されます。 

 

※ カテゴリー名（回答選択肢）は昇順で出力されます。 

※ 「層」を選択すると、３重クロス集計が可能で、例えば、「性別」を「層」のボックスに、「年齢」を「表側」のボックスに、「商品」を「表頭」のボックスに振り分けると、次ペ

ージのように、男女のそれぞれで「年齢」と「商品」のクロス集計の結果が出力されます。 
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